
1998年 出上の木簡

と
よ
る
か
じ
ょ
う
か
ん
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調
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
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６
　
遺
跡
の
年
代
　
織
豊
期
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

豊
岡
城
館
遺
跡
は
、
文
献
的
に
は
、
戦
国
期
、
織
豊
期
、
江
戸
期
お
よ
び
そ

れ
以
降
の
時
期
に
大
別
で
き
る
が
、
戦
国
期
の
山
城
に
伴
う
館
遺
構
は
、
当
該

調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

市
立
国
書
館
新
設
に
伴
う
今

回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
の
は
、

豊
臣
秀
吉
の
北
但
馬
支
配
の

一

つ
の
拠
点
と
し
て
置
か
れ
た
豊

岡
城
に
伴
う
遺
構
が
最
古
の
も

耐

の
で
、
宮
部
善
祥
坊

（天
正
八

堂里
年

（
一
五
人
○
》

の
時
期
に
あ

た
る
。
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

や
石
敷
な
ど
が
あ
る
。

宮
部
以
降
、
短
期
間
で
数
代
の
領
主
が
交
替
す
る
が
、
慶
長
二
年

（
一
五
九

七
）
に
杉
原
長
房
が
配
置
さ
れ
、
城
館
部
分
の
大
改
修
を
は
じ
め
、
豊
岡
城
下

町
の
大
規
模
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
調
査
で
は
、
礎
石
建
物
や
揚
手
門
、
城

館
内
郭
の
北
西
を
画
す
る
石
垣
を
伴
う
堀
な
ど
を
検
出
し
た
。
報
告
の
木
簡
は
、

こ
の
石
垣
造
営
の
た
め
の
土
の
中
か
ら
出
土
し
た
。
城
館
内
郭
の
工
事
に
は
、

層
厚
に
し
て

一
ｍ
以
上
の
大
量
の
土
砂
が
盛
土
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
木

簡
を
含
む
土
は
、
城
館
の
外
堀
掘
削
な
ど
に
よ
る
近
接
地
か
ら
の
搬
入
土
と
理

解
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
解
に
た
て
ば
、
木
簡
の
具
体
的
な
年
代
は
、

一
五
人
○
―
九
〇
年
代
と
考
え
ら
れ
る
。

杉
原
氏
以
後
、
天
領
の
時
期
が
若
干
あ
っ
て
、
寛
文
八
年

（
三
ハ
エハ
八
）
に

京
極
氏
が
移
封
に
な
り
、
豊
岡
城
下
町
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
館
部
分

は
さ
ほ
ど
顕
著
な
土
木
工
事
は
さ
れ
て
い
な
い
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
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木
簡
は
、
上
部
の

一
端
を
欠
く
も
の
の
、
ほ
ぼ
全
容
が
う
か
が
え
る
。
形
態

お
よ
び
内
容
か
ら
み
て
、
荷
札
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
（瀬
戸
谷
略
・
宮
村
良
雄
）




